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の
見
え
な
い
地
域
状
況
を
再
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実
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■
近
隣
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ァ
ン
ド
の
特
徴

　

前
回
の
論
考
で
は
、
市
域
を
13
に
区
分
し
、

地
域
組
織
と
行
政
が
協
働
し
て
い
く
制
度
と
し

て
、
シ
ア
ト
ル
市
で
１
９
８
７
年
か
ら
取
り
組

ま
れ
て
き
た「
近
隣
計
画
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」が
、

２
０
１
６
年
に
廃
止
さ
れ
た
経
緯
を
み
た
。「
近

隣
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ァ
ン
ド（N

eighborhood 
M

atching Fund

）」は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

位
置
づ
け
ら
れ
、
１
９
８
９
年
に
開
始
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
現
在
ま
で
継
続
さ
れ
て
い
る
。

　
２
０
２
５
年
時
点
で
、
こ
れ
ま
で
４
千
８
０
０

件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
７
千
８
０
０
万
ド
ル

（
約
１
１
７
億
円
）が
シ
ア
ト
ル
市
か
ら
支
出
さ

れ
、
１
億
６
０
０
万
ド
ル
分（
約
１
５
９
億
円
）の

貢
献
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
な
さ
れ
て
い
る

（
補
注
１
）。
な
ら
し
て
考
え
る
と
、
毎
年
１
３
０

件
の
事
業
そ
れ
ぞ
れ
に
、
１
万
６
千
ド
ル（
約

２
４
０
万
円
）以
上
の
助
成
が
な
さ
れ
て
い
る
計

算
で
あ
る
。
助
成
対
象
は
幅
広
く
、
市
民
の
ア

イ
デ
ア
に
よ
る
、
活
動
や
施
設
整
備
等
に
対
し

て
な
さ
れ
る
。
前
回
の
論
考
で
触
れ
た
、
住
民

主
導
で
策
定
さ
れ
た
近
隣
計
画
の
実
施
に
お
い

て
も
、
こ
の
フ
ァ
ン
ド
が
活
用
さ
れ
た
。

■
近
隣
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ァ
ン
ド
の
仕
組
み

　
現
在
、
近
隣
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ァ
ン
ド
に
は
、
２

種
類
の
基
金
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ス
モ
ー
ル
・

ス
パ
ー
ク
ス
基
金
は
、
５
０
０
～
５
千
ド
ル
の
助

成
が
な
さ
れ
、
10
月
末
ま
で
随
時
受
付
さ
れ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
基
金
は
、

上
限
５
万
ド
ル
で
、
年
２
回
３
月
と
９
月
に
募

集
が
あ
る
。
助
成
金
は
、
人
件
費
、
専
門
家
へ

の
経
費
、
消
耗
品
・
資
材
費
、
建
設
費
に
充
て

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
支
援
の
対
象
と
な
る
条
件
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
企
画
・
実
施
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
メ
ン

バ
ー
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
一
般
市
民
に
無
料

で
開
放
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
シ
ア
ト
ル
市
内
で

実
施
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
る（
補

注
２
）。
応
募
団
体
は
、
開
放
的
で
包
括
的
で
あ

り
、
多
様
な
メ
ン
バ
ー
を
関
与
さ
せ
、
シ
ア
ト

ル
市
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人
々
で
構
成
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
任
意

団
体
で
も
応
募
可
能
で
あ
る
が
、
納
税
者
番
号

を
持
つ
組
織（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
）が
財
務
の
責

任
を
負
う
必
要
が
あ
り
、
助
成
金
か
ら
手
数
料

を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

近
隣
マ
ッ
チ
ン
グ（
＝
同
等
の
）フ
ァ
ン
ド
と
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い
う
そ
の
名
の
通
り
、
シ
ア
ト
ル
市
か
ら
支
出

さ
れ
る
助
成
金
と
同
等
の
貢
献
を
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
側
が
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

貢
献
は
申
請
額
の
少
な
く
と
も
半
分
に
相
当
し
、

そ
の
多
く
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
調
達
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
れ
は
実
際
の
寄
付
金
だ
け
で
な

く
、
寄
付
さ
れ
た
物
品
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
関
わ
る
時
間
を
換
算
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
、
フ
ァ
ン
ド

を
受
け
取
る
団
体
は
市
内
に
根
付
い
て
い
る
必

要
が
あ
り
、
多
く
の
資
金
を
要
す
る
事
業
に
は
、

多
く
の
賛
同
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
自
然
と

求
め
ら
れ
る
。

■
近
隣
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ァ
ン
ド
の
助
成
事
業

　

表
１
は
、
２
０
２
４
年
に
助
成
を
受
け
た

１
１
１
件（
補
注
３
）の
事
業
を
分
類
し
た
も
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
は
以
下
の
よ
う
な
事

業
が
含
ま
れ
る
。「
祝
祭
や
文
化
的
イ
ベ
ン
ト
」

は
、
人
種
や
民
族
を
象
徴
す
る
祝
祭
や
、
音
楽

祭
、夏
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
な
ど
の
お
祭
り
行
事
。「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
」は
、
ご
く
近
隣
で
行
わ

れ
る
交
流
会
や
、
公
園
で
開
催
さ
れ
る
映
画
祭
。

「
人
種
や
民
族
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
」は
、
ブ
ラ
ッ

ク
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
文
化
的
展
示
や
、
Ｂ
Ｉ
Ｐ

Ｏ
Ｃ（
有
色
人
種
）企
業
の
支
援
。「
ア
ー
ト
を

使
っ
た
活
性
化
や
景
観
改
善
」は
、
壁
画
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
展
示
。「
構
造
物
の
設
置
や
施

設
改
修
」は
、
プ
ラ
ン
タ
ー
や
看
板
の
設
置
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
改
修
。「
空
き
地
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ガ
ー
デ
ン
の
整
備
」は
、
中
央
分
離
帯

の
植
栽
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ガ
ー
デ
ン
の
整
備

で
あ
る
。
祝
祭
な
ど
の
ソ
フ
ト
な
活
動
に
加
え
、

施
設
や
空
き
地
な
ど
へ
の
ハ
ー
ド
整
備
も
含
ま

れ
て
お
り
、
多
彩
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　

助
成
金
額
の
少
な
い
ス
モ
ー
ル
・
ス
パ
ー
ク

ス
基
金
は
、
近
隣
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
行
わ
れ

る
事
業
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
基
金
は
、
一
年

を
通
し
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
民
族
的
な
大
規

模
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
よ
う
に
、
事
業
規
模
が
大

き
い
。
以
下
で
は
、と
も
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
基
金
の
助
成
を
受
け
た
２
つ
の

事
業
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
紹
介
し
た
い
。

⑴
信
号
機
ボ
ッ
ク
ス
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　（
フ
ィ
ニ
ー
自
治
会
）

　

フ
ィ
ニ
ー
ウ
ッ
ド
地
区
で
は
、
交
差
点
に
設

置
さ
れ
た
信
号
機
ボ
ッ
ク
ス
に
、
ア
ー
ト
ペ
イ

ン
ト
を
施
す
取
り
組
み
を
行
っ
た
。
地
区
内
に

は
、
カ
ラ
フ
ル
で
ユ
ニ
ー
ク
な
18
の
作
品
が
完
成

し
、
ま
ち
が
ア
ー
ト
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
変
化
し

た
。
フ
ィ
ニ
ー
自
治
会
の
Ｈ
Ｐ
に
は
、
ペ
イ
ン
ト

し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
信
号
機
ボ
ッ
ク
ス
ア
ー

ト
が
掲
載
さ
れ
、
設
置
場
所
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
印
刷
し
て
持
ち
歩
く
こ
と
が
で
き
る「
パ

ス
ポ
ー
ト
」に
は
、
地
図
と
そ
の
作
品
に
込
め
た

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
思
い
が
書
か
れ
て
い
る
。
各

ア
ー
ト
の
モ
チ
ー
フ
は
、
フ
ィ
ニ
ー
ウ
ッ
ド
地

祝
祭
や

文
化
的
イ
ベ
ン
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

イ
ベ
ン
ト

人
種
や
民
族
の

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト

ア
ー
ト
を
使
っ
た

活
性
化
や

景
観
改
善

構
造
物
の
設
置
や

施
設
改
修

空
き
地
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ガ
ー
デ

ン
の
整
備

そ
の
他

合　
計

スモール・
スパークス基金

14
23.3%

10
16.7%

4
6.7%

9
15.0%

8
13.3%

8
13.3%

7
11.7%

60
100.0%

コミュニティ・
パートナーシップ

基金
17

33.3%
4

7.8%
9

17.6%
6

11.8%
4

7.8%
5

9.8%
6

11.8%
51

100.0%

合　　計 31
27.9%

14
12.6%

13
11.7%

15
13.5%

12
10.8%

13
11.7%

13
11.7%

111
100.0%

表1　2024年に近隣マッチングファンドを受けた事業の分類

出典：シアトル市オープンデータプログラム「近隣マッチングファンドデータ」より筆者作成
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区
の
特
徴
を
捉
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る（
写
真

１
・
２
）（
補
注
４
）。

⑵
難
民
・
移
民
女
性
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る

　（
Ｒ
Ａ
Ｉ
：
難
民
職
人
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）

　

Ｒ
Ａ
Ｉ
は
、
難
民
や
移
民
の
女
性
た
ち
の
自

立
を
目
的
に
、
縫
製
技
術
取
得
の
支
援
な
ど
を

行
っ
て
い
る
団
体
で
あ
る
。
こ
の
助
成
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
Ｒ
Ａ
Ｉ
ア
ー
ト
＋
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
の
設
立
を
記
念
し
て
、
地
域
住
民
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
書
か
れ
た
千
枚
の「
羽
根
」で
覆
わ
れ

る
、「
平
和
の
鳩
」の
彫
刻
を
制
作
す
る
。
ま
た
、

年
間
を
通
し
て
衣
服
等
を
無
料
で
修
繕
す
る
公

開
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
近
隣
住
民
と

し
て
の
難
民
・
移
民
の
人
び
と
に
対
す
る
市
民

の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
手
作
業
に

対
し
て
の
収
入
を
提
供
す
る
。
実
際
に
、
住
民

が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
工
房
に
修
繕
が
必
要
な
衣
類
を
持

ち
込
み
、
出
来
上
が
り
を
待
っ
て
い
る
間
、
職

人
に
よ
っ
て
刺
繡
が
施
さ
れ
た「
羽
根
」に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
書
き
込
み
、
団
体
の
活
動
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
た（
写
真
３
・
４
）。

■
近
隣
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ァ
ン
ド
の
効
果

　
フ
ァ
ン
ド
開
始
か
ら
約
13
年
に
わ
た
り
、
シ
ア

ト
ル
市
の
近
隣
局
長
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
け

ん
引
し
て
き
た
ジ
ム
・
デ
ィ
ア
ー
ズ（
２
０
０
４
）

に
よ
れ
ば
、
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
時
間
は
、
当
時
ま
で
の
結
果

で
１
０
０
万
時
間
以
上
で
あ
り
、
参
加
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
数
万
人
で
、
そ
の
多
く
が
初
め

て
地
域
社
会
や
自
治
体
へ
参
画
し
た
人
々
で
あ

る
と
い
う
。
そ
れ
が
次
の
活
動
へ
と
つ
な
が
り
、

団
体
が
会
員
数
を
増
や
す
効
果
を
持
つ
も
の
と

し
て
い
る
。

　

各
団
体
は
、
フ
ァ
ン
ド
を
通
し
て
市
の
近
隣

局
と
つ
な
が
り
を
持
つ
。
さ
ら
に
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
公
共
施
設
等
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
れ

写真2：湖と動物園のある自然豊かな
エリアである地区が表現された作品

写真1：側面には地区のランドマークで
ある塔が描かれ、正面の熊の親子の背
後にはフィニーコミュニティセンター
を思わせる建物が描かれている

写真3：持ち込まれた衣類が移民女性によってその場で修繕される
ワークショップ

写真4：美しい刺繍が施された「羽根」に、住民などによってメッセー
ジが書き込まれていく
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る
と
い
っ
た
例
は
多
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

地
域
側
が
こ
れ
ら
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
難
し

く
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
、
シ
ア
ト
ル
市
の
本
稿
で
取
り
上
げ
た

施
策
は
、
市
民
の
自
主
・
自
発
的
な
発
想
に
事

業
を
任
せ
て
、
そ
れ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
行

政
と
い
う
別
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
事
務
作
業
や
実
質
的
に
労
働
の
よ
う
な

作
業
を
す
る
人
た
ち
を
、
無
償
で
お
願
い
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
地
域
の
活

動
者
が
実
感
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
近
隣
マ
ッ

チ
ン
グ
フ
ァ
ン
ド
は
助
成
額
が
大
き
く
、
人
件

費
に
も
使
用
で
き
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

担
え
る
部
分
と
、
有
給
者
や
専
門
家
が
担
う
部

分
と
を
、
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

そ
れ
に
加
え
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
貢
献
も
可

視
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
も
、
助
成
金

の
出
し
方
と
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

２
０
２
５
年
の
近
隣
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ァ
ン
ド

の
予
算
は
、
３
０
０
万
ド
ル（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
費

用
も
含
む
）で
、
市
全
体
の
予
算（
83
億
ド
ル
）の

0
・
0
3
6
％
で
あ
る
。
市
全
体
の
予
算
規
模

だ
け
で
考
え
れ
ば
、
札
幌
市
や
福
岡
市
の
政
令

指
定
都
市
と
近
い
が
、
そ
の
う
ち
0
・
０
４
％

を
市
民
に
任
せ
る
と
い
う
英
断
に
よ
っ
て
、
多

彩
な
成
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
る
か
。
近
年
、
住
民
が
予
算
の
使
い
道
の
決

ば
、
そ
の
担
当
部
局
と
の
連
携
も
必
要
と
な
る
。

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
専
門
家
の
雇
用
や
、
財

務
を
担
当
す
る
団
体
と
の
関
係
の
構
築
は
、
地

域
協
働
の
促
進
に
も
つ
な
が
る
。

　

内
田
奈
芳
美
・
佐
藤
滋（
２
０
０
５
）は
こ
の

ほ
か
に
、
申
請
可
能
な
対
象
の
幅
広
さ
と
助
成

規
模
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
、
草
の
根
の
活
動
に

よ
る
多
彩
な
地
域
改
善
を
支
援
す
る
効
果
が
あ

る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
住
民
の
意
向
が
シ

ア
ト
ル
市
の
施
策
と
し
て
反
映
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
も
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
成
果
を
ま
と
め
る
と
、
近
隣
マ
ッ
チ

ン
グ
フ
ァ
ン
ド
は
、
市
民
参
加
お
よ
び
地
域
の

組
織
化
、
官
民
連
携
お
よ
び
地
域
協
働
を
促
し
、

住
民
自
治
を
育
て
て
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る

仕
組
み
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

■
日
本
か
ら
の
視
点

　
日
本
で
は
、
公
園
や
自
治
体
が
所
有
す
る
空
き

地
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
公
共

的
な
場
所
が
、
市
民
の
自
由
な
発
想
で
リ
フ
ォ
ー

ム
さ
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
あ
ま
り
考
え

に
く
い
。
一
方
、
行
政
施
策
の
実
施
を
市
民
に

依
頼
し
て
い
る
例
は
多
い
。
例
え
ば
緑
あ
ふ
れ

る
と
い
っ
た
掛
け
声
や
、
防
災
対
策
な
ど
、
総

合
計
画
の
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
施
行
を
、
町

内
会
を
中
心
と
し
た
地
域
組
織
に
依
頼
し
て
い

定
に
参
加
で
き
る
、「
住
民
参
加
型
予
算
」制
度

も
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、「
住
民
自
治
型
」と
も

い
え
る
シ
ア
ト
ル
市
の
取
り
組
み
も
大
い
に
参

照
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
補
注
】

（
注
１
）シ
ア
ト
ル
市
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
デ
ー
タ
を
参
照
し
た

（
２
０
２
５
年
11
月
３
日
現
在
）。
本
稿
で
は

１
ド
ル
を
１
５
０
円
に
換
算
し
て
い
る
。

（
注
２
）応
募
要
件
はN

eighborhood
M

atching Fund 2025 G
uidelines

を
参

照
し
た
。

（
注
３
）２
０
１
９
年
ま
で
は
、
１
５
０
件
前
後

の
助
成
件
数
が
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
後
は

予
算
・
助
成
件
数
共
に
減
少
し
て
い
る
。

（
注
４
）Phinny N

eighborhood 
A

ssociation

のH
P

を
参
照
。

https://w
w

w
.phinneycenter.org/

reim
agining-phinneyw

ood-signal-
boxes/
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